
-
h
F
ケ

ゾ

ウ

竹
一
拠
能
安
部
北
市
の
一
犯
で
拙
…
家

の
地
で
あ
っ
た
。
明
治
中
に
は
劉
立
の
郎
訴
と
し
て

取
扱
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

徒
あ
り
、
翌
六
年
三
且
上
旬
悉
く
務
成
L
、
同
且
十

入
日
十
九
日
新
械
の
符
誌
に
能
紫
を
出
じ
て
諸
士
に

矧
阿
見
せ
し
め
、
相
慨
を
協
は
り
、

mM引を
MHm御
殿

と
都
し
た
。
策
し
竹
州
仰
の
名
は
、
府
間
凶
の
幼
時
そ
の

川

V

ゐ
シ

衣
服
肌
帥
刊
を
竹
同
一
と
携
し
た
る
と
、
こ
の
境
内
に
金

部
拙
あ
る
と
を
取
A
H
は
せ
て
作
っ
た
約
で
あ
る
と
言

は
れ
る
o
竹
抑
御
殿
は
文
政
七
年
七
月
間
H

脱
の
卒
し

た
後
腹
せ
ら
れ
た
。

hm
ケ
ザ
ハ
ゴ
テ
ン
ノ
カ
ネ
竹
還
御
殿
の
鐙

J

ト
キ
ガ
ネ
時
節
。

h
F
ケ

シ

多

気
志

ihp
ギ
Y

川
同開。

タ
ケ
シ
h
F
ウ
ザ
プ
ロ
ウ
竹
下
卯
三
郎

誌
は
直

久
。
滞
士
矢
木
久
右
衛
門
の
却
で
、
本
多
氏
の
医
竹

下
学
次
に
誌
は
れ
、
中
小
姓
組
に
斑
し
た
。
明
治
二

年
本
多
政
均
の
暗
殺
せ
ら
れ
た
後
、
泊
目
郎
官
制
出
師
陣
を

依
り
、卯
一
郎
も
之
と

mを
H
ハ
に
せ
ん
と
欲
し
た
が
、

同
志
は
彼
が
諜
よ
り
家
臣
の
出
で
な
か
っ
た
か
ら
樹

訴
を
耐
ら
さ
な
か
っ
た
o
飢
に
し
て
阿
芯
門
的
を
建

L
、
沼
年
十

一
且
回
目
白
凡
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
こ

の
日
卯

一
郎
は
彼
等
の
む
骸
が
未
だ
大
采
寺
に
治
ら

れ
ざ
る
に
先
だ
ち
、
中
山
町
北
の
塗
械
に
自
M
A
L
、
前
凶

自
の
山
田
臣
池
脱
珍
次
郎
介
銑

L
、
初
御
歩
河
合
入
J
t

之
助
介
添
を
な
し
た
。

h
F
ケ
シ
虫
ユ
キ
ア
ツ
竹
下
之
厚
辺
倒
刑
似
兵
衛
。

定
番
御
歩
か
ら
出
で
、
文
化
十
四
年
新
栓
と
な
白
、

文
政
五
年
新
知

NFむ
を
得
て
組
外
に
列
L
、
天
保
二

年
大
小
格
制
聞
に
仰
じ
、
一
二
年
五
十
有
を
加
へ
、
天
保

十
年
二
且
入
日
間
問
。
子
係
樹
綴
い
で
滞
に
仕

へ
る
。

h
F
ケ
シ
マ
ド
ノ
竹
島
殿

J
キ
ユ
ウ
コ
ウ
イ
ン

求
光
院
。

タ
ケ

生
ケ
ダ
キ
ン
エ
モ
ン
竹
田
金
右
衛
門

限
屈
の

後
休
訟
と
脱
し
た
。
越
後
浪
人
で
あ
っ
た
が
、
佐
久

附
竹
崎
が
江
戸
か
ら
の
郎
途
伴
ひ
郎
り
、
鹿
旧
民
五
年
大

型
寺
の
役
に
能
人
で
従
混
一
一品
名
L
、
次
い
で
山
田
入

右
衛
門
に
仕
へ
て
二
百
石
を
党
け
、
後
入
右
術
門
の

金
剛
仰
を
立
川
出
い
て
か
ら
本
多
安
民
政
震
に
仕

へ
て
大

坂
附
役
に
民
似
し
、
後
役
に
は
脱
山
大
肋
間
牒
玄
に
闘

し
て
三
川
布
を
泣
け
、尚
一
つ
を
彼
た
が

X
U似
し
、

附
川
利
市
か
ら
銀
三
枚
・
純
子
三
を
日
開
脚
せ
ら
れ
た
。

金
右
衛
門
子
な
く
、大
場
米
女
の
原
子
を
強
う
た
が
、

mm位
能
き
を
以
て
利
治
に
召
附
さ
れ
て
飽
臣
と
な
っ

た
。
竹
川
市
三
郎
忠
旗
印
ち
是
で
あ
る
。

h
F
ケ
ダ
ク
ラ
ン
ド

武
田
添
人

一止
親
町
三
線
大

納
富
の
子
。
刑
制
利
目
に
仕
へ
千
百
抗
十
石
を
受
け

た
。
子
路
樹
楠
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

h
F
ケ
ダ
ゴ
ン
ベ
エ
竹
田
被
兵
衛
京
都
の
能
大

夫
。
本
姓
議
。
伯
凶
氏
と
も
金
容
氏
と
も
裕
し
た
。

流
永
五
年
二
且
十
H
前
川
利
陥
金
春
椛
兵
衛
に
四
百

石
を
賜
う
た
の
を
滞
に
仕
へ
た
初
と
す
る
。
前
後
子

孫
ほ
防
相
裂
い
だ
。

h
M
ケ
ダ
ゴ
ン
ベ
エ

竹
田
箔
丘
一
衡
問
は
凶
点
。

加
引
い
耐
の
勝
三
副
石
を
没
け
て
、
金
調
廿
前
の
能
大
夫

で
あ
っ
た
。
随
点
密
に
そ
の
技
に
精
し
き
の
み
な
ら

ず
、
問
中
間
に
深
〈
、
正
徳
四
年
猷
郷
名
物
間
間
関
抄
を
.

手
保
元
年
徳
却
附
答
品
貯
を
悲
し
た。

h
F
ケ
ゾ
ノ
プ
ン
ケ
イ
竹
国
交
差

石
川
郡
松
任

の
人
。
文
化
五
年
二
月
に
生
ま
れ
、
大
坂
の
篠
附
小

竹
の
門
に
勉
び
、
縦
史
両
家
の
酎
町
に
通
じ
、V
〈
釧
結
・

和
献
を
も
能
く
し
、
脆
年
同
易
を
噌
ん
だ
。
明
治
十

七
年
茄
且
七
十
七
践
を
以
て
問
問
。

h
F
ケ
ダ
竹
太

鳳
笠
郡
諸
鵠
郷
に
関
す
る
竹
原
・

太
川
川
は
、
明
治
入
年
十
且
併
合
し
て
竹
太
と
な
っ

た。

五
一
回

生
ケ
ダ
タ
ダ
hm
ネ
竹
田
忠
額

初
諒
忠
次
o
沼

一
等
の
西
上
を
防
ぐ
が
鴨
川
に
出
陣
し
功
が
あ
っ
た
。
拡

都
市
三
郎
。
日
入
は
櫛
山
山
械
の
家
人
竹
問
金
右
衛
門

一
町
出
岐
日
杷
の
一
抗
が
あ
る
。

忠
明
。
買
は
村
井
長
次
の
家
庭
大
場
米
女
の
子
で
、

一

生
ケ
ダ
ノ
プ
オ
キ
武
田
信
奥

泊
都
努
中
。
嬬

風
前
俊
迎
、
H
つ
用
部
局
が
あ
り
、
寛
永
五
年
前
田
利

一
応
の
渓
で
、
京
都
に
居
た
が
、
加
到
滞
の
老
臣
今
枝

常
に
仕
へ
て
小
L
H

格
に
任
じ
、
三
百
石
を
協
は
り
、

一
直
方
が
そ
の
多
能
な
る
を
知
っ
て
、
文
化
十

一
年
之

後
樹
任
を
得
て
人
持
組
に
列
L
、
前
後
府
職
三
千
五

一
を
金
部
に
迎
へ

、
文
政
元
年
前
回
掛
川
底
に
認
め
て
一
掃

百
三
十
石
と
な
っ
た
o
利
協
の
隠
棲
す
る
に
及
び
小

一
の
御
細
工
者
小
限
並
に
任
じ
、
十
五
人
扶
持
を
受
け

松
に
従
ひ
、
市
尚
治
元
年
そ
の
硲
じ
た
時
、
似
江
戸
よ

一
し
め
た
。
次
い
で
文
政
二
年
新
知
刊
石
を
奥
へ
ら
れ
、

り
の
邸
途
に
在
っ
た
が
、
信
協
問
中

・
屋
代
附
に
於
一

組
外
に
列
L
、
五
年
竹
神
御
盤
院
制
と
し
て
刻
版
の

い
て
凶
械
に
援
し
、
十
且
十
九
日
四
J
昨
小
松
に
む

一
隠
同
時
に
従
ひ
、
七
年
そ
の
卒
後
科
び
組
外
に
畑
山
し
、

L
.
侠
の
辿
骸
を
拝
し
た
後
、
直
に
日
延
宗
本
成
寺

一
弘
化
元
年
九
且
十

一
日
七
十
三
践
で
残
し
た
。
信
興

に
赴
い
て
底
臨
し
た
。
享
年
四
十
=
一
。
法
蹴
瓜
泡
院

一
は
木
彫
に
巧
で
友

E
と
奴
し
、
そ
の
製
陶
に
は
民
山

一
玄
宗
鉄
居
士
。

一
の
鋭
を
用
ひ
た
。

長
ケ
ダ
h
F
ダ
チ
カ
竹
田
忠
周

辺
税
制
叫
太
郎
・締

一

生
ケ
ダ
ノ
プ
Z
チ

武

田
信
治

沼
紛
文
次
郎
・木

部
・
市
三
郎
。
天
明
一
均
年
養
父
五
郎
左
衛
門
忠
阪
の
一

工
左
衛
門
。
沈
永
元
年
父
の
配
分
知
二
百
石
を
4
1
け
、

也
知
三
千
三
」
t
石
を
受
け
、
定
火
消
・奏
者
扮
・寺
社

一
御
府
組
に
班
し
、
表
小
将
か
ら
次
第
に
界
活
し
て
、

奉
行
に
任
じ
、
文
化
十
凶
年
五
百
石
を
引
足

L
、
文

一
延
町
下
四
年
御
小
仲
村
顕
に
京
り
、
二
百
石
を
加
へ

、
従

政
元
年
若
年
お
に
抽
出
み
、
八
年
十
且
残
し
た
。

一
郎
元
年
四
且
十
八
日
四
十
八
訟
を
以
て
夜
し
た
。

h
F
ケ
ダ
h
m
ダ
ハ
ル
竹
田
忠
張

初
間
忠
降
。
宇

一

生
ケ
ダ
マ
サ
h
F
ダ

竹

田
昌
忠

沼
得
金
右
衛
門
。

は
知
迫
。
五
郎
左
衛
門
と
務
し
た
。
父
は
市
三
郎
忠

一
釘
は
永
原
左
六
郎
の
二
男
。
竹
川
線
助
の
也
知
三
百

席
。
珂
治
元
年
父
の
授
後
襲
品開
L
、
見
文
一苅
年
火
消
一
石
を
嬰
ぎ
、
大
小
勝
と
な
り
、
事
保
九
年
波
小
勝
に

役
と
な
り
、
点
字
二
年
奏
者
番
に
迦
白
、
元
職
十
二

一
柳
じ
、
元
文
五
年
波
小
将
椛
閥
、
延
日
千
三
年
拠
小
将

年
寺
祉
制
中
行
に
斡
じ
、
同
年
公
取
揚
奉
行
を
余
ね、

一
番
郎
、
四
年
待
問
闘
を
経
て
、
資
料
四
年
大
組
問
と

貸
永
元
年
備
に
酬
明
っ
て
絡
め
、
割
引
二
年
正
且
廿
五
日

一
な
り
、
十
三
年
記
ぜ
ら
れ
、
明
和
二
年
九
刃
刑
一一
一日

間
四
し
た
。
息
張
詩
賦
を
能
く
し
、
辿
散
を
好
み
、
室

一
七
十
政
で
裂
し
た
。
同
国
忠
は
窓
軒
と
悦
し
、
伊
際
一
桁

直
前
一
品
血
管
目
血
(
と
親
し
か
っ
た
。

一
之
に
県
ん
だ
が
、
そ
の
時
は
制
す
る
に
地

へ
る
も
の

h
F
ケ
h
F
テ
ジ
ン
ジ
ヤ
竹
立
紳
社

能
決
彬
臨
海

一
が
少
い
。
し
か
し
利
駄
に
在
つ
て
は
似
る
鮮
明
記
で
、

に
在
っ
た
。
式
内
等
笹
山
位
記
に
、『
竹
立
訓
枇
。
加
盟
裕
一
そ
の
邸
数
百
首
の
如
き
は
最
も
努
畑
地
と
せ
ら
れ
、
木

村
銀
座
。
今

m
z竹
立
明
訓
↓
加
副
社
也
。
』
と
見
え
る
。

一
合
協
の
但
の
文
も
あ
る
。

明
治
以
降
武
建
制
祉
と
い
ひ
、
司
い
で
臨
海
榊
祉
と

一

生
ケ
チ
ョ
ウ
竹
町

金
持
の
泌
川
省
。
元
総
九

し
、
昭
和
十
五
年
文
加
須
加
美
柿
祉
と
改
め
た
。

一
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附
に
木
J

新
保
新
町
と
あ
る

h
F
ケ
ダ
ト
モ
ノ
プ
武
田
友
信
辺
都
金
三
郎
。

一
地
で
あ
ら
う
。
明
治
四
年
四
且
戸
級
制
成
の
際
、
改

元
治
元
年
加
賀
滞
の
部
隊
長
と
し
て
、
武

m耕
笠
間M

一
め
て
木
，
新
保
四
番
ー
と
し
た
。


